
酒田河川国道事務所及び東北地方整備局から山形県及び酒田市へ危機感の伝達

酒田河川国道事務所及び東北地方整備局から山形県及び酒田市への情報連絡実績水

位

m

7月25日（木） 7月26日（金）

氾濫危険水位 3.00m

避難判断水位 2.80m

氾濫注意水位 2.20m

水防団待機水位 1.40m

●避難指示再発令(22:10)
亀ヶ崎 他11地区

計画高水位 3.48m

◆ホットライン(9:15)

事務所長→酒田市長

◆危機感伝達(web会議)(3:30)
最上川で4:50頃越水の可能性

局長→山形県知事（県WEB会議共有）

●緊急安全確保(2:10)
亀ヶ崎他8地区

局長→山形県知事

◆危機感伝達(1:46)
最上川で2:50頃越水の可能性

◆ホットライン(1:30)
最上川で2:50頃越水の可能性

事務所長→酒田市長

局長→酒田市長

◆危機感伝達(1:43)
最上川で2:50頃越水の可能性

●避難指示発令(11:12)
酒田市全域

◆ホットライン(19:35)
最上川が避難判断水位到達
今後氾濫危険水位到達見込み

事務所→酒田市

◆ホットライン(17:10)
最上川が氾濫注意水位到達

事務所→酒田市

酒田市街地

最上川下流左岸3.0k付近

撮影：令和6年7月26日(木)７時頃

事務所→酒田市

◆ホットライン(20:05)
最上川が氾濫危険水位到達

◆ホットライン(21:40)
最上川のH.W.L到達まで9cm

事務所長→酒田市長
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○ 最上川においては、酒田河川国道事務所長と酒田市長とで早い段階からホットラインを構築し、
河川の水位の状況や避難行動につながる情報などを伝達。

○ ７月２５日深夜から翌日未明にかけてさらに水位が上昇し、酒田市街地において越水の恐れが
あるとの予測を基に、東北地方整備局長から山形県知事・酒田市長に危機感を伝達。

○ これを受け山形県ではただちに災害対策本部員会議を開催したほか、酒田市では緊急安全確保
を対象地区に発令。
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水防団による水防活動状況（岩木川水系岩木川） ［2022年8月9日］［左岸35.6k］

・青森県鶴田町野木地先（岩木川左岸35.6k付近）は、令和5年度の完成を目指して堤防事業中。
・これから事業する箇所は一部で堤防が低いところがあるため、「重要水防箇所」として位置づけ、水防団と現地調査を
行い要注意箇所や水防工法の確認を実施していた。
・今回の洪水は、近年で被害の大きかった平成25年9月洪水と同規模の恐れがあったため、鶴田町水防団野木分団（約20
名）が積み土のう工 （３段積み、Ｌ＝１５m）を実施し、岩木川の氾濫を防いだ。

鶴田左岸地区引堤(黒：旧堤、赤：新堤）

堤防事業中

旧堤

L35.6k

保育園

りんご果樹

堤防

積み土のう

岩木川

積み土のう工で岩木川の氾濫を防ぎ、鶴田町
やつがる市への氾濫を防ぐことが出来た

水防団による巡視 水防団による積み土のう 今回の最高水位時

H=30cm 土のう天端まで１５cm

2


